
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊小平市教育委員会から内科検診時の服装について下記のような考えが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では 

・体育着での検診の実施（学校医による聴診・視診の直前まで、不必要な露出を避けるよう配慮します。） 

・カーテンで仕切り、周囲には見えないようにするなどの配慮をします。 

・聴診時に聴診にて体操服をめくる際は女性の保健事務が行います。 

・脊柱側弯についての精査では、女子は体操着の背中部分をめくって検診を実施します。 

 

内科検診のお知らせ

裏面に続く 

日  程  令和 7年 5月 13日（火） 8：45～  

 

対  象  1年生 

場  所  保健室 

担当校医  町田 彰男 先生（まちだケアクリニック） 

服  装  体操着 

 

注意事項 

① ジャージ登校です。 

② 聴診の音が聞こえなくなるため、保健室や廊下では私語厳禁です。 

 

令和 7年 5月 9日 

小平市立花小金井南中学校 

保健室 

 

 

（１）順番を待つ間（男女共通） 

体操服等、きつくない衣類を着用（ブラジャーを含む下着の着用も可能） 

（２）受診時 

   男子：上半身脱衣または体操服等のきつくない衣類を着用のうえ健診 

   女子：体操服等のきつくない衣類及び下着を付けたまま健診 

※皮膚の状態を確認するには半袖が望ましいため、長袖を着ている場合には袖口をまくり、目視

で確認することがあります。 

※聴診は聴診器を皮膚面に接着して行うものであるため、衣類の裾から手を入れて聴診します。

そのため、裾回りがきつくない（聴診器を持った手を入れてもきつくない）衣類の着用をお願い

します。手が入らない場合は、正しい評価が困難になるため、プライバシーに配慮して脱衣のう

え聴診することがあります。 

（３）運動器（脊柱側弯）の精査を希望される場合 

運動器については自宅における簡易的なテストの実施をお願いしておりますが、自宅での 

簡易テストの結果、保護者等から医師による精査の申し出があった場合には、男女ともに上半身

脱衣で健診を実施いたします。 

 

内科検診に不安がある方は、

保健室へご連絡ください。 

 



〈検査の流れ〉 

まぶたの触診 

↓ 

首、鎖骨の触診 

↓ 

前向きで聴診。 

↓ 

後ろ向きで聴診 

↓ 

終わり。服装を整えて退室する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★脊柱側わん症とは？ 

 正常な背骨は前からみるとまっすぐですが、側わん症では左右に曲がっています。 

側わん症は、姿勢の悪さなどによっておこる一時的なものもありますが、多くは「特発性 

側わん症」と呼ばれるねじれを伴うものです。重症になると胸を圧迫して肺や心臓に異常 

を起こすことがあるので、早く見つけて、早く治療を始めることが大切です。 

 

チェックポイント！ 

貧血の有無 チェックポイント！ 

甲状腺の確認 

腫れ等を確認します。少しく

すぐったいかもしれませんが

短時間です。ご協力ください。 
＊聴診の際に、女性の記録者が服をま

くるなどの補助に入ります。 

内科検診ではこんなことを調べます。 

 

のど・気管 

咳がでていたり、呼吸が苦しかったり

していないかをみます。 

甲状腺 

甲状腺に関する疾病の可能性がある

かどうかをみます。 

皮ふ 

カサカサしていたり、湿疹などが

できていないかをみます。消化器

官が弱っていると皮ふトラブルと

して現れることがあります。 

顔 

顔色やまぶたの裏側の色などから、貧血

になっていないかどうかをみます。 

背骨 

背骨が曲がっていないか

をみます。 

心臓・肺 

心臓や肺の音に異常がないかを

聴診します。 

 


